
第264回例会　7月8日(火)AM7:30～8:30　オークラホテル4F平安の間 
■司会:富田清志　■点鐘:髙木一浩　■ロータリーソング:希望のエナジー
■ゲスト:静岡第７分区ガバナー補佐・長峰寛様,ガバナー補佐事務局・藤原徹様
ガバナー補佐運営幹事・小畑邦夫様
■ビジター:安藤幸史様(浜松南RC),Mr.ATES OZTAN(SILSLI RC),Mrs.MUZAFFER
OZTAN

おはようございます。そしてメルハバ、本日は2620
地区静岡第７分区ガバナー補佐の長峰さん、そして
事務局長の藤原さん、運営幹事の小畑さんをお迎え
して第１回目のガバナー補佐公式訪問です。
少し地区の組織や分区について簡単に説明したいと
思います。事業計画書の一番最後の地区の組織ペー
ジ中で、今日お見えになっている長峰さんの名前を
探してみてください。ガバナー補佐は地区のRIの方
針を受けそれぞれの地区が立てた目標・方針を分区
をまとめながらガバナーに代わって統率していく第
７分区のリーダーなのです。次にパワー浜松の文字
を探してください。国際奉仕委員会の中に青少年交
換小委員会がありその委員として八田さんが出向し
ています。交換留学生の受入れや派遣といったとて
も大切で大変な奉仕に携わっています。 

①本日例会終了後、ガバナー補佐協議会を開催。時
間；８：４０～，場所；３階・メイフェアーの間
②浜松中RCからのお知らせ
　1.毎月第１例会（その月の最初の例会日）の開催時
間が変更。１９：００⇒１９：３０　
　2.姉妹クラブである京都中RCが来浜され、7月25日
（金）親睦ゴルフにお誘い頂きました。詳細はメー
ル配信します。
③初盆のお知らせ　メール配信致しますのでご確認
下さい。 

静岡第７分区 長峰寛ガバナー補佐
おはようございます。笑いがある
クラブソングがある、ラジオ体操
がある、うらやましいクラブです
ね。私の挨拶の方ですが、まとめ
てきました会報に載せてください
この後のクラブ協議会でまたお話
させていただきます。ではこの一
年、よろしくお願いします。

 

●前出席委員会 大屋委員長 昨年
度の最終例会のメークアップで
100%出席を達成した筑紫和哉さ
ん(2年連続)、坂井光蔵さん(4年連
続）に前原田会長から記念品をお
渡しします。

OZTAN夫妻 

97名中70名72.16%
前々回修正出席率76.29% 

原田道子；会長職が終るまで式は
駄目よと言っておいた次男がパリ
で結婚式を挙げます。家族でフラ
ンスをのんびりと観光してきます
福地三則；7/10任天堂ＤＳソフト
「学研 中国語三昧ＤＳ」を発売。
ユーザーの発音を先生の発音と比
較しグラフで表示しますので発音
が容易に習得でき、例文練習や中
国語ゲーム等たくさんの学習量で
満足して頂けます。
竹林克己；月刊誌「自動車技術」
６月号で弊社の研磨技術が最新技
術として大きな成果を挙げている
とトヨタ自動車の技術室長のレポ
ートが発表。ロータリーの表彰と
同じ位に嬉しいスマイルです。 

大屋広康；７月１６日生まれ 

トルコRC会長 
パワー浜松RCの皆さん、おはよう
ございます。私はトルコのイスタ
ンブールIstanbul-SILSLI RCから来
ました。よろしくお願いします。



1.静岡第７分区ガバナー補佐 長峰 寛様のご挨拶
2.プロジェクトリーダー・部会長就任挨拶

1.　ガバナー補佐のご挨拶
2620地区、第7分区、今年度ガバナー補佐を務める事になりました。今年度は浜北RCが持ち回りの当番ク
ラブです。どうぞ、よろしくお願いいたします。
　1993年、私が会長の時、浜松西RCの袴田保憲分区代理（現在のガバナー補佐）のもと、当時は6クラブ
しかなく、平成6年の6を合わせて、66会と称し同窓会的な懇親会を開いておりました。以来14年になりま
すが、この間、浜北クラブでは役に立たないと思われたのか、理事にも数回しか就かず、中枢には居ませ
んでした。従ってその後、第7分区が8クラブになり、発展・変化しましたが、勉強不足でCLPなど解から
ない事が多く、まったくの浦島太郎です。
　5月12日に第1回の新会長幹事会を開催いたしましたが、入院のため出席できず、スタートから躓き、皆
様には不安と心配を、おかけしました。6月12日の新旧会長幹事会には、コルセットとステッキで出席する
ことができました。ご迷惑を、おかけいたしました。本日より長い1年が始まりますが、汚名挽回を含め落
ち度の無いよう一生懸命努めます。皆様のご協力を、お願い申し上げます。
　前ガバナー補佐の瀧本さんの、お話をお聞きする機会が何度かありましたが、ロータリーをかなり勉強
されており、感心いたしました。手続き要覧には難しいことが記載されておりますが、要はガバナーと各
クラブとの橋渡し役として、正確に、迅速に両方向からの意思を伝達することにあると考えます。任期中
に、どのようなことが発生するのか未知数ですが、その都度ガバナーの考えを率直に皆様にお伝えし、皆
様からの要望・ご意見を適格にお伝えするメッセンジャー役を務めます。
牧田ガバナーの最大の関心事は、会員の減少を止め、いかに増強を計るかに、あると思います。1997年
4520人が2007年には3485人　役1000人減少しました。初回のガバナー補佐研修セミナーでは会員増強は
、60名以上のクラブ＋3名、40～59名＋2名、39名以下＋1名となっておりました。しかし、目標が現実を
直視し各クラブ＋１名に修正されました。初回のガバナー補佐研修セミナー時の予算規模77,299千円が地
区協議会では76.596千円修正され３年間に役4,000千円減少しております。そういう意味においては、パ
ワー浜松RCの存在感は、意義あるものと考えます。
それから、本年度より、クラブ協議会は全員参加型となり、例会時間の延長をし、例会内で行う方向とな
ってまいりました。7分区の中では、本年度より取り入れるRCは、3クラブのみです。CLPの方向性にとも
ない、今後、そのような形になると考えます。

2.　2008-2009年度部会長就任挨拶
会場監督:富田清志,出席部会:磯部隆一,親睦部会:近藤雅彦,会計部会:安間利広,会報部会:三枝潤也,奉仕プロジ
ェクト委員会:塚田充広,職業奉仕プロジェクト:中野敬司,社会奉仕プロジェクト:池戸孝治,国際奉仕プロジェ
クト:鷲津有一,青少年育成プロジェクト:小田木基行,会員増強維持部会:加藤恵司,会員選考部会:金山土州,ロー
タリー情報部会:長谷川博久,財団プログラム部会:鈴木勉,米山記念部会:坂井光蔵(代理),幹事:金子公昭
敬称略

                                                                                                                                                                  


